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Digest
３月定例会

平成２８年３月定例会を２月２９日から３月２５日までの２６日間の会
期で開催しました。
本定例会は、市長から提案された議案６０件と議会から提案され

た議案１件を審議しました。
意見書については１件が提出され、可決しました。（採決の結果は

７ページに掲載）

産業厚生環境委員会 付託された９議案は原案のとおり可決

●消費生活センターの組織や運営等に関する条
例が制定されます
消費者安全法の改正により、消費生活センター

を設置する市町村は、組織や運営等を条例で定
めることとなり、本条例を制定するものです。
質疑の中で「相談件数や内容は」に対し、

「１月末現在で128件、平成26年度は144件。
最近は、通信サービスやインターネット等の
相談が増加している」との答弁がありました。
また、「消費者への広報や教育はどのよう
に行っているのか」に対し、「出前講座を行っ
ており、自治会や高齢者学級などに利用して
いただいている。また、５月と10月には、市
内のスーパーの店頭において街頭啓発も行っ
ている」との答弁がありました。
●国民健康保険の賦課限度額が一部変更になります

賦課限度額について、医療給付費分を52万
円から54万円に、後期高齢者支援金分を17
万円から19万円にそれぞれ引き上げること
により、中間所得層の負担軽減を図ります。
また、５割と２割軽減に用いる軽減判定所
得を引き上げ、軽減対象者を拡大するため、
条例の改正を行うものです。
質疑の中で「今後も賦課限度額引き上げは
あるのか」に対し、「来年度も引き上げられる
見込みである」との答弁がありました。
●旧中筋・豊里幼稚園舎が無償譲渡されます

旧中筋幼稚園舎は昭和53年に、旧豊里幼稚
園舎は昭和42年に建設されました。今回、幼児
園を運営している法人と譲渡の協議が整ったた
め、それぞれ社会福祉法人中筋保育園と社会
福祉法人豊里保育園に無償で譲渡を行おうとす

るものです。
質疑の中で「旧豊里幼稚園の建物は木造
だが、耐震上の問題も含め、幼児園側はどう
いった使用形態を考えているのか」に対し、
「幅広い活用について園で検討されると考え
ている。耐震化しなければならないという法
律上の規定はない」との答弁がありました。
また、「古い建物を譲渡し、何かあった場合
はどこが責任をとるのか」に対し、「建物の所
有は法人に移るので、法人が責任をもって管
理する」との答弁がありました。
その他、６議案を審査しました。
採決の結果、９議案とも全員賛成で可決と
なりました。

旧豊里幼稚園舎

旧中筋幼稚園舎

意見書の送付同意した人事案件
●副市長の選任

山　﨑　清　吾さん（宇治市）＝新
●固定資産評価審査委員会委員の選任

武　　　正　美さん（青野町）＝再
●人権擁護委員の候補者の推薦

山　本　みさ子さん（西　町）＝再

●建設従事者のアスベスト被害者の早期救済・
解決を求める意見書
可決した意見書は国の関係機関へ送付しま
した。

（文面は７ページに記載）
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総合計画審査特別委員会 第５次綾部市総合計画後期基本計画を原案のとおり可決

●後期基本計画の経緯及び調査について
後期基本計画（平成28～ 32年度）は、市民
アンケートやパブリックコメント、綾部市振
興計画審議会からの答申を踏まえて策定され
たもので、議会では、９月定例会において、当
特別委員会を設置し、閉会中に３回にわたり
委員会を開催して調査を行いました。本議案
については、3月18日に委員会を開催して審
査したものです。
●意見及び審査の結果について

委員間の意見調整では▼経済の回復基調は
市内では十分に波及していない▼政策変更時
や新規施策については事前に関係団体や関係
機関と十分な意見交換を行い、市民合意の手
法の徹底を行い、説明責任を果たすシステム
をつくること▼廃棄物適正処理で紙類の分別
徹底とリサイクル化を促進し、ごみ減量の見
える化の方策を示すこと▼原子力災害への緊

張感を持ち、防災計画を完全なものとするこ
と▼医療介護の充実で、真の地域包括ケアシ
ステムの推進を図ること▼『同和問題をはじ
めとする人権教育』から『人権教育』の推進と
し、同時に同和問題を解決していく展望をあ
きらかにすること‒などの意見がありました。
採決の結果、賛成多数で可決となりました。
なお、本会議の採決に際して、吉崎久議員か
ら反対の、片岡英晃議員から賛成の立場で討
論がありました。（６ページに要旨を掲載）

総合計画を審査している様子

●都市計画区域区分の廃止に伴い条例が制定されます
線引き廃止後の土地利用に関して新たに指定
する「特定用途制限地域」において、建築基準法
の規定に基づき、区域内における建築物等の用
途の制限に関して必要な事項が定められます。
質疑の中で「他法令の適用については従来
と変わらないのか」に対し、「他法令の規制が
変わるものではないが、まちづくりの方向性
を見据える中で、他法令の関係においてもよ
り実効性のあるものとしていくことが重要と
考えている」との答弁がありました。
委員間の意見調整では「都市計画法で厳し
い規制がかかっていた旧市街化調整区域にお
いても、住民のためのサービス施設や飲食施
設等が建設可能となったことは、本市が目指
してきた都市計画線引き廃止の目的であり、
大きく評価する」との意見がありました。
●空家等対策の推進に関する条例が制定されます

近年の市における空家等への対応実績を踏
まえる中で、▼空家等の所有者等の責務につ
いて▼市が空家等対策計画を策定することに
ついて▼法に規定されていない緊急安全措置
の実施について ‒などを規定しています。
質疑の中で「緊急安全措置を行った場合の
費用請求について、債権の保全をするための
手段はどうなるのか」に対し、「所有者等の同
意を得ることを前提としている。所有者等が
確知できない場合は、告示を行うことを規定

している」との答弁がありました。
委員間の意見調整では「危険な状態にある
特定空家等に対して、公益上緊急にその状態
を回避する必要がある場合に、緊急的な安全
措置が条例に基づいて対応されることになっ
たことを評価する」との意見がありました。
●市道路線として２路線が認定されます

南ヶ丘線、延長約150ｍと、里清水線、延長約
100ｍの２路線で、いずれも自治会から市道認定
申請があった道路を認定しようとするものです。
質疑の中で「南ヶ丘線は階段を有しており、
里清水線はお寺への参道となっているが、そ
れぞれ他に同様の市道はあるのか」に対し、
「階段を有する市道は、上野町の上野住宅線
と和木町の和木旧府道線があり、お寺へ続く
道としては西坂町の満福寺へ続く市道があ
る。」との答弁がありました。
その他20議案を審査しました。採決の結果
23議案とも全員賛成で可決となりました。

総務教育建設委員会 付託された23議案は原案のとおり可決

市道認定の現地調査



あやべ市議会だより　No.113 4

平成28年度当初予算・平成27年度補正予算
～過去２番目の大型予算を可決～
●予算審査のあらまし

予算決算委員会は３月９日に総括質疑を行
い、15人の委員から38件にわたる質疑がありま
した。また、当初予算及び補正予算の議案審査
は３月14日から17日まで、４日間にわたり行いま
した。
付託された議案は、平成28年度当初予算13
件と平成27年度補正予算11件の計24件です。

●28年度当初予算の内容
一般会計の予算規模は、170億397万円で前
年度対比0.4％減となっていますが、特別会計
10件（総額140億2155万円、2.7％増）と公営企
業会計２件（総額98億2727万円、24.2％増）を
合わせた全13件の規模は408億5280万円とな
り、前年度対比5.7％増の予算が編成されていま
す。

■ 一般会計

○第５次総合計画後期基本計画スタートの年に当たり、
「医」「職」「住」「教育・情報発信」を重点に、財政規律
を保持しつつ▼少子高齢化への対応▼産業振興によ
る雇用確保▼次代を担う人材の育成▼農村集落の活
性化とまちなか再生▼市民生活における安全・安心の
確保‒の重点課題の解決のための予算編成がなされて
おり、評価する。
○市民の安全対策として、平成27年度に引き続いて普通
財産のため池や建物を解体し、公共財産の適正保有を
行うことを評価する。今後引き続き、計画的に老朽施
設の解体を進められたい。
○コミュニティ放送中継局整備補助事業において、オフ
トーク終了後のＦＭあやべの重要性を考え、中継局の
整備拡充を図り、不感地域解消の推進を願うとともに、
防災ラジオの普及にも努められたい。
○本市が先駆的に実施してきた保育園の幼児園化が、い
よいよ国の制度「認定こども園事業」として実現するこ
とを評価する。
○障害者グループホーム整備推進事業費について、グ
ループホームが不足している現状を見据えた予算付け
を高く評価する。今後も障害者の地域生活への移行に
ご助力願う。
○人間ドックに対する期待は大きい。新たにルネス病院
を含む３医療機関で対応される。さらなる受診率向上
の啓発に努められたい。
○子育て世代包括支援センター事業を活用し、妊娠から
出産・育児の切れ目のない支援を行うワンストップ拠
点の開設に取り組むことを評価する。子育て世代に優
しい綾部をアピールするために「子ども条例」の制定に
も期待する。
○野生鳥獣被害総合対策事業費で、農作物等の被害拡

大阻止のため、駆除の徹底を図られるとともに、耕作
放棄地解消のための抜本的対策を求める。
○さまざまな事業を活用し、担い手の育成、ブランド産品
の育成、法人や集落での生産体制の維持、保全管理に
取り組んでいることを評価する。今後、さらに農業政策
を戦略的に行い、綾部独自の攻めの農業プランの確立
に期待する。
○北部リサーチパーク推進事業により、綾部を核にした
府北部におけるものづくり産業の発展に向けた取り組
みに期待する。新たな企業誘致、産学公連携共同研究
開発、人材育成に期待する。
○急傾斜地崩壊対策事業で、危険な避難所は早急に安
全対策を講じられたい。
○原子力防災計画は早急に実効性あるものとすること。
○市民要望の最も多い市道整備予算が、昨年度より増額
となっていることを評価する。多くの市民要望に応える
ため、今後さらなる取り組みに期待する。
○内水対策事業を活用し、浸水被害の軽減を図るため、
排水ポンプの設置を行うことを評価する。さらに恒久
的内水対策に取り組まれたい。
○社会体育施設整備事業として新たな用地確保に取り組
まれたことを評価する。新市民センター整備に向けた
実施設計は、市民の声や利用団体の要望を聞いて、進
められたい。
○大規模校の給食調理施設整備事業を評価する。今
後、建設事業費や整備後の経常経費の見通しも精査す
る中で、設計段階から効率の良い施設となるよう留意
されたい。
○飛び立て！中学生海外派遣事業は、意欲ある生徒に貴
重な体験のチャンスを与えると評価する。今後も継続
発展する事業となるよう期待する。

審査の結果 委員会審査の意見調整で出された主な意見と採決の結果は以下のとおりです。

予算決算委員会
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●平成27年度補正予算の内容
一般会計１件と特別会計８件、公営企業会
計２件の合計11会計で補正を行い、総額４億
6321万円の増額となりました。
一般会計では、本市２番目となる施設一体型
小中一貫校の整備を促進するため、東綾中学
校改築事業費（１億6942万円）と低所得者の
高齢者を対象に臨時福祉給付金を給付するた
め、年金生活者等支援臨時福祉給付金支給事
業（１億8328万円）が増額されました。他は主に
事業費の確定見込みによる補正です。

●審査の結果
採決の結果、平成28年度一般会計、介護保
険特別会計、の２議案は賛成多数となりました
が、これらを除く22議案は全員賛成で可決しま
した。
なお、本会議での採決に際しては、賛成多数
となった２議案に対し、搗頭久美子議員から反
対、荒木敏文議員から賛成の立場で討論があり
ました。
（６ぺージに要旨を掲載）

■ 市立診療所等特別会計
○「地域包括ケア」と市立診療所の役割を検討し、安心し
て地域に住み続けられるまちづくりを構築されたい。

■ 国民健康保険特別会計
○保険料の据え置きを評価する。健康年齢の引き上げを
目標に、さらなる保健事業を徹底されたい。

■ 介護保険特別会計
○地域支援事業の推進に当たっては、多くの市民が参加
する介護予防事業の展開を期待する。
○新年度から要支援のサービスが地域支援事業へ移行
し、大きく変更になる。サービス低下と介護事業所の負
担が懸念される。サービスが後退しないよう、市は状
況を把握し、国・府へも要望すること。

■ 簡易水道特別会計
○山家西簡易水道統合整備事業は、大規模な事業費で
あり、工事発注に当たっては、多くの地元業者が参画
できるよう地域経済活性化への配慮を行うこと。

■ 下水道事業特別会計
○内水で悩む地域にとって朗報となる雨水対策事業の着
手を評価する。今後相当な事業費が予想され、費用対
効果や将来の財政への影響等を十分に勘案した事業
計画を策定すること。

■ 上水道事業会計
○平成29年度に上水道事業会計と簡易水道会計の統合
が実施されるが、簡易水道事業への補助金を引き続き
継続するよう、国・府へ強く求めること。

■ 病院事業会計
○医師等の確保に努力され、市民が安心して必要な医療
を受けられる医療体制の確保を願う。

歳出
目的別

歳入

平成28年度 歳入歳出の状況（一般会計）

総務費
14.5％

分担金・負担金　0.5％
使用料・手数料　2.4％

議会費・労働費
予備費
1.7％

地方譲与税ほか　5.7％

民生費
32.1％

土木費
　8.4％

教育費 
11.3％

公債費 
  8.5％

衛生費
12.2％商工費　1.3％

農林水産業費　6.3％

消防費　3.7％

自主財源 39.9％
依存財源 60.1％

財産収入・寄附金・繰越金
1.7％

《歳入・歳出》170億397.4万円
○一般会計予算 （170億397万円）

●認定こども園運営事業費 （4億9545万円）
　　市内５園（予定）を認定こども園に移行
●放課後学級運営事業費 （7480万円）
　　サービスの充実を図る
●パイプハウス整備事業費 （2818万円）
　　京野菜等の産地形成等を図る
●農業用施設等改良整備事業費 （1421万円）
　　農地の保全を図るため、農業用施設を整備
●橋りょう長寿命化対策事業費 （1億1200万円）
　　橋りょうの適正な維持管理に努める
●道路整備事業費 （1億5124万円）
　　生活道路の改良、舗装等の整備
●東綾中学校改築事業費 （4億6021万円）
　　東綾中学校の校舎改築
●飛び立て！中学生海外派遣事業費 （839万円）
　　市立中学校生徒を海外に派遣

平成28年度
一般会計予算の主なもの

市税
25.1％

地方交付税
26.5％

国庫支出金
10.4％

府支出金
9.8％

市債　
7.7％

繰入金
10.2％
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計
予
算
に
つ
い
て

議
第
31
号　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

共
産
党
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
５
０
０

通
以
上
の
返
信
が
あ
り「
生
活
状
況
が
悪
い
」が
76
％
。
消
費
税
増

税
が
暮
ら
し
と
経
済
に
大
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
綾
部
市
と
し
て

国
の
悪
政
の
防
波
堤
と
な
り
、
貧
困
と
格
差
の
是
正
、
公
共
の
福
祉

の
た
め
努
力
を
す
る
べ
き
。
今
の
原
子
力
災
害
避
難
計
画
は
完
全

で
は
な
く
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
実
効
性
あ
る
も
の
へ
緊
張
感

を
も
っ
て
早
急
に
策
定
す
る
べ
き
。
隣
保
館
事
業
や
、
特
定
の
団
体

へ
の
運
営
経
費
ま
で
の
補
助
は
や
め
る
べ
き
。
介
護
保
険
で
は
、
要

支
援
の
サ
ー
ビ
ス
が
切
り
離
さ
れ
、
市
の
事
業
と
な
る
。
事
業
提
供

は
無
資
格
者
も
可
能
だ
が
、
異
常
の
発
見
、
緊
急
時
対
応
等
か
ら
有

資
格
者
と
す
る
べ
き
。
綾
部
市
は
世
界
連
邦
都
市
宣
言
第
一
号
と

し
て
、
安
保
法
制
に
反
対
す
る
べ
き
。

反対 日本共産党
搗　頭　久美子

総
合
計
画
の
前
期
５
年
間
、
コ
ツ
コ
ツ
と
計
画
に
沿
っ
た
予
算

で
施
策
を
遂
行
し
て
き
た
結
果
、
今
、
綾
部
市
に
よ
い
風
が
吹
い
て

い
る
。「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」で
行
政
の
継
続
性
・
計

画
性
は
極
め
て
重
要
。
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優
先
に
、

財
政
運
営
に
配
慮
し
つ
つ
、
新
た
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
、
居
宅
へ
の
看
護
師
派
遣
制
度
、
米
作
り
へ
の
独
自
支

援
、
京
都
北
部
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
構
想
推
進
、
市
街
地
の
浸
水
被
害

解
消
、
生
活
道
路
整
備
、
市
内
全
校
で
の
完
全
給
食
実
施
、
及
び
、

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
取
り
組
み
等
、

総
合
計
画
後
期
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
に
相
応
し
い
き
め
細
か
で
将

来
を
見
据
え
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
予
算
で
あ
る
。

賛成 創政会
荒　木　敏　文

議
第
51
号

第
５
次
綾
部
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

策
定
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
一
条
は「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
」と
定
め

て
い
る
。

賛
成
で
き
な
い
理
由
は
、
①
地
域
経
済
の
現
状
認
識
が
違
う
こ

と
。
多
く
の
市
民
は「
景
気
回
復
」の
実
感
は
持
っ
て
い
な
い
。
景
気

回
復
の
最
大
の
鍵
は
個
人
消
費
を
増
や
す
施
策
を
行
う
こ
と
。
②
暮

ら
し
応
援
、
住
民
福
祉
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
国
の
流
れ
は「
社
会
保

障
制
度
存
続
の
た
め
」を
理
由
に
、負
担
は
増
や
し
サ
ー
ビ
ス
は
カ
ッ

ト
。
国
に
き
ち
ん
と
も
の
を
言
い
、
独
自
制
度
で
市
民
を
守
る
こ
と
。

③
防
災
対
策
の
強
化
。
と
く
に
原
発
の
再
稼
働
に
は
キ
ッ
パ
リ
と
反

対
の
態
度
を
示
す
こ
と
。
④「
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
」の
枕
詞

を
冠
し
た
人
権
問
題
へ
の
対
応
は
改
め
る
こ
と
。
現
状
で
は
同
和
問

題
の
解
決
の
展
望
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

第
５
次
綾
部
市
総
合
計
画
は
、
全
期
間
を
見
通
し
た
基
本
構
想
と

前
期
５
カ
年
に
係
る
基
本
計
画
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度

が
最
終
年
度
に
当
た
る
。
後
期
基
本
計
画
で
は
前
期
５
カ
年
の
成
果

を
総
括
し
、
課
題
を
把
握
し
た
上
で
策
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
か
つ
、

本
市
を
取
り
巻
く
状
況
も
分
析
し
、
現
在
の
状
況
や
成
果
を
材
料
に
、

諸
課
題
に
対
し
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
、
将
来
都
市
像

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
の
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
策
定
に
当
た
っ
て
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
や
綾
部
市
振
興
計
画
審
議
会
を
設
置
し
、
市
民
と
と
も
に
つ
く

り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
計
画
を
も
と
に
、
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
に

オ
ー
ル
綾
部
体
制
で
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
、
賛
成
す
る
。

反対
日本共産党
吉　崎　　　久 賛成

新政会
片　岡　英　晃

論論
討

あやべ市議会だより　No.113 6
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《 議決（可決・同意）結果の一覧 》

■各議員の態度 ・すべての議案において、会派内等で可否の態度が分かれたものは
　ありません。
・議長は議案の採決に加わっていません。

市長提案の議案
□行政不服審査会条例の制定
□職員の退職管理に関する条例の制定
□消費生活センターの組織及び運営等に関する条
例の制定
□特定用途制限地域内における建築物等の用途の
制限に関する条例の制定
□まちづくり条例の制定
□空家等対策の推進に関する条例の制定
□情報公開条例の一部改正
□個人情報保護条例の一部改正
□職員定数条例の一部改正
□職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
□議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償
等に関する条例の一部改正
□人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の
一部改正について
□特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正
□実費弁償条例の一部改正
□市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正
□教育委員会の教育長の給与等に関する条例の一部改正
□一般職職員の給与に関する条例等の一部改正
□市税条例の一部改正
□固定資産評価審査委員会条例の一部改正
□手数料条例の一部改正
□国民健康保険条例の一部改正
□介護保険条例の一部改正
□指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正
□指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
□工場設置奨励条例の一部改正
□火災予防条例の一部改正
□第５次綾部市総合計画後期基本計画の策定
□辺地総合整備計画の策定
□市有財産中一部譲渡
□市道路線の認定
□訴えの提起
□家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正
□消防団員等公務災害補償条例の一部改正

平成28年度当初予算
□一般会計予算
〈10特別会計〉
□市立診療所等特別会計予算
□農林業者労働災害共済特別会計予算
□国民健康保険特別会計予算
□介護保険特別会計予算
□後期高齢者医療特別会計予算
□駐車場特別会計予算
□簡易水道特別会計予算
□下水道事業特別会計予算
□地域排水事業特別会計予算
□住宅・工業団地事業特別会計予算
〈２企業会計〉
□上水道事業会計予算
□病院事業会計予算
平成27年度補正予算
□一般会計補正予算（第４号）
□国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
□介護保険特別会計補正予算（第４号）
□後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
□駐車場特別会計補正予算（第１号）
□簡易水道特別会計補正予算（第２号）
□下水道事業特別会計補正予算（第２号）
□地域排水事業特別会計補正予算（第２号）
□住宅・工業団地事業特別会計補正予算（第２号）
□上水道事業会計補正予算（第２号）
□病院事業会計補正予算（第２号）
専決処分事項の報告
□幼稚園保育料に関する条例の一部改正
□一般会計補正予算（第５号）
□住宅・工業団地事業特別会計補正予算（第３号）
人事案件
□固定資産評価審査委員会委員の選任
□副市長の選任
□人権擁護委員の候補者の推薦
議会提案の議案
□市議会情報公開条例の一部改正
意見書
□建設従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を求める意見書

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会賛成： ◯　反対：×

（■＝可決　■＝否決）

賛成： ◯　反対：×

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

アスベストを大量に使用したことによるアスベスト（石綿）被害は、多くの労働
者、国民に広がっている。現在でも、建物の改修・解体に伴いアスベストの飛散
は起こり、労働者や住民に被害が広がる現在進行形の公害となっている。ま
た、東日本大震災で発生した大量のがれき処理についても被害の拡大が心配
されている。
欧米諸国で製造業の従事者に多くの被害が出ているのに比べ、日本では、

建設業就業者に最大の被害者が生まれていることが特徴である。これは、輸入
された石綿の８０％から９０％が建設資材に使用され、日本では建築基準法など
で不燃化、耐火工法として石綿の使用を進めてきたことに大きな原因がある。
建設業は、重層下請構造や多くの現場に従事することから、労災認定にも
多くの困難が伴い、認定されないことが多々あるほか、多くの製造業で支給さ
れている企業独自の上乗せ補償も充実していない実態がある。
国は、平成１８年に「石綿による健康被害の救済に関する法律」を成立させ、

その後も医療費・療養手当の支給対象期間の拡大等の改正を行っているが、

補償内容としては不十分なもので、被害者及びその遺族の生活も含めた補償
の充実や救済基金の拡充など、制度の根本改正を求める声があがっている。
石綿による疾病は、３０年から４０年という長期間経過した後に発症すること

が多く、亡くなってから労働災害が認定される事例や、医学的認定基準を満た
さず、労働災害の認定に結びつかない事例がある。平成２４年の東京地裁判
決、平成２６年の福岡地裁判決は、いずれも国の責任を認め、京都判決では、
建材メーカーの責任を認めるものとなったが、被害者の苦しみは今なお続いて
おり、早期に労働災害が認定されることは、発症した建設従事者にとって大き
な支えとなるものである。
また、多くの被害者が発生している建設業従事者に対する救済が図られる
ことで、すべてのアスベスト被害者に対する問題解決に波及するものと考える。
ついては、国におかれては、建設業従事者におけるアスベスト被害者と、遺
族が生活できる救済の実施とアスベスト被害の拡大を根絶する対策を直ちにと
り、アスベスト問題の早期解決を図るよう要請する。

建設従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を求める意見書
補償内容としては不十分なもので、被害者及びその遺族の生活も含めた補償
の充実や救済基金の拡充など、制度の根本改正を求める声があがっている。

が多く、亡くなってから労働災害が認定される事例や、医学的認定基準を満た
さず、労働災害の認定に結びつかない事例がある。平成２４年の東京地裁判
決、平成２６年の福岡地裁判決は、いずれも国の責任を認め、京都判決では、
建材メーカーの責任を認めるものとなったが、被害者の苦しみは今なお続いて
おり、早期に労働災害が認定されることは、発症した建設従事者にとって大き
な支えとなるものである。

ことで、すべてのアスベスト被害者に対する問題解決に波及するものと考える。

族が生活できる救済の実施とアスベスト被害の拡大を根絶する対策を直ちにと
り、アスベスト問題の早期解決を図るよう要請する。



Ｑ　
岡
山
県
総
社
市
で
は
、
企
業
誘
致
を
大
き
く
進
め
同
時
に
人
口
増

加
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
子
育
て
世
代
の
方
に
定
住
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
ま
た
、
出
生
数
を
増
や
し
て
も
ら
う
た
め
の
政
策
を
積

極
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
親
子
交
流
広
場
を
開
設
し
、
妊
婦
か
ら

親
子
ま
で
が
集
え
る
場
の
提
供
な
ど
も
実
施
。
人
口
は
平
成
20
年
か

ら
２
４
５
人
増
加
し
て
い
る
。
今
後
の
綾
部
市
の
子
育
て
支
援
策
は
。

Ａ　
新
た
な
施
策
と
し
て
、
妊
娠
時
か
ら
子
育
て
期
に
か
け
て
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
総
合
的
な
相
談
支
援
を
提
供
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

拠
点「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

設
置
。
妊
娠
期
か
ら
出
産
直
後
の
妊
産
婦
や
新
生
児
へ
の
支
援
を
拡

充
し
、産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
包
括
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
発
達
障
害
等
で
支
援
を
必
要
と
す
る
未
就
学
児
を
支
援
す
る
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
綾
部
に
は
開
設
さ
れ
て
い
な
い
が
、
開
設

の
考
え
は
。

Ａ　
現
在
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
、
午
前
中
に
療
育
教
室
を
実
施

し
て
い
る
。
通
所
児
童
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
当
面
は
午
後

の
療
育
を
実
施
す
る
中
で
対
応
し
、
将
来
的
に
は
場
所
的
な
こ
と
も

含
め
、
整
備
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
だ
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ　
総
社
市
で
は
「
子
ど
も
条
例
」
を

制
定
し
、
全
市
で
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
る
。
本
市
で
も
制
定
し
て
は

ど
う
か
。

Ａ　
本
市
で
は
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
に
基
づ
き
、
新
あ
や
べ
っ
子

す
こ
や
か
プ
ラ
ン
を
策
定
。
当
面
は

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
る
。
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Ｑ　
使
用
済
み
燃
料
の
行
き
先
が
全
く
決
ま
っ
て
い
な
い
中
で
、
現
状

で
は
７
年
程
度
で
満
杯
と
な
る
。
そ
れ
で
ど
う
し
て
再
稼
働
反
対
を

表
明
し
な
い
の
か
。

Ａ　
使
用
済
み
核
燃
料
や
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
中
間
・
最
終
処

理
体
制
は
国
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
強

く
国
に
要
望
し
て
い
る
。

Ｑ　
高
浜
４
号
機
で
２
月
に
連
続
し
て
事
故
が
起
こ
り
、
20
日
は
通
報

が
相
当
遅
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
抗
議
な
ど
は
行
っ
た
か
。

Ａ　
改
善
と
事
象
の
速
や
か
な
連
絡
を
申
し
入
れ
た
。
関
電
が
万
全
を

期
し
て
再
稼
働
す
る
と
説
明
し
た
後
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
で
あ
り
、
府

と
も
協
議
し
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　
上
杉
の
市
総
合
運
動
公
園
が
、
原
発
事
故
時
の
高
浜
・
お
お
い
両

町
の
約
９
千
人
の
避
難
、
及
び
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
場
所
に
さ
れ
て

い
る
。
地
元
自
治
会
や
施
設
管
理
者
へ
の
説
明
、
さ
ら
に
は
除
染
水

の
処
理
な
ど
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
避
難
は
綾
部
Ｐ
Ａ
か
ら
の

進
入
と
聞
く
が
可
能
な
の
か
。

Ａ　
地
元
説
明
は
２
月
19
日
に
行
い
了
解
を
得
た
。
施
設
管
理
者
の
了

解
も
さ
れ
て
い
る
。
場
所
は
運
動
公
園
で
な
く
球
場
で
あ
り
、
地
元

避
難
者
と
競
合
す
る
こ
と
は
な
い
。
除
染

水
の
処
理
は
関
電
が
責
任
を
も
ち
処
分
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
避
難
道
路
と
し
て
の
府
道
１
号
線
の
拡

幅
や
バ
イ
パ
ス
計
画
は
。

Ａ　
現
在
バ
イ
パ
ス
の
測
量
を
実
施
中
で
あ

る
。

こ
の
他
に
、
地
域
経
済
の
現
状
と
活
性
化

へ
の
支
援
策
、
さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
見

解
や
そ
の
影
響
な
ど
の
質
問
を
行
っ
た
。

全
市
で
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

創
政
会
　
　
高
　
橋
　
　
　
輝

実
効
性
の
な
い
避
難
計
画
の
も
と
で
の
原
発
再
稼
働
は
中
止
を

日
本
共
産
党
　
　
吉
　
崎
　
　
　
久 ■様々な子育て支援が行われている

保健福祉センター

代表質問・一般質問代表代表質問・一般質問

■舞鶴道綾部パーキングエリア出入口
（市総合運動公園付近）
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３月６日から８日の３日間にわたって15人の議員が市政全般について質
問を行いました。なお、６日は「日曜議会」を開催し、各会派の代表４人が質
問を行いました。ここでは、代表質問と一般質問の要旨を掲載いたします。
（掲載は登壇順）

Ｑ　
わ
が
ま
ち
に
新
幹
線
を
。
仮
に
舞
鶴
ル
ー
ト
案
が
現
実
と
な
れ
ば
、

一
方
で
山
陰
本
線
や
舞
鶴
線
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
原
則
経
営
分
離
さ
れ
並
行

在
来
線
に
な
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
地
方
自
治
体
で
維
持
す
る

第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
選
択
も
視
野
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
。
さ
ら
に
タ
イ
ム
ラ
グ
は
あ
る
と
思
う
が
、
命
題
で
あ
る
園

部
・
綾
部
間
の
複
線
電
化
促
進
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
、
綾
部
市
サ

イ
ド
か
ら
の
要
望
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
並
行
在
来
線
の
課
題
は
承
知
し
て
い
る
が
、
新
幹
線
は
京
都
府
北

部
に
と
ど
ま
ら
ず
国
益
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
延
伸
ル
ー
ト
も
決
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
調
査
対
象
に
な
る

こ
と
が
優
先
事
項
で
あ
る
。

　

園
部
・
綾
部
間
の
複
線
電
化
の
課
題
は
、
従
前
ど
お
り
南
丹
市
長
と

と
も
に
要
望
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
京
都
府
や
関
係
自

治
体
と
も
連
携
す
る
中
で
、Ｊ
Ｒ
に
対
し
実
現
に
向
け
て
今
後
も
活

動
し
て
い
く
。

Ｑ　
都
市
計
画
道
路
見
直
し
に
鑑
み
、
継
続
さ
れ
る
計
画
道
路
と
廃
止

さ
れ
る
計
画
道
路
が
示
さ
れ
た
。
中
に
は
半
世
紀
以
上
放
置
さ
れ
開

発
も
で
き
ず
廃
止
と
な
っ
た
駅
前
通
り
線
も
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
の

根
幹
で
あ
る
道
路
整
備
は
指
定
を
受
け
た
時
点
で
周
辺
住
民
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
が
求
め
ら
れ
る
が
、

今
後
の
対
応
は
い
か
が
か
。

Ａ　
見
直
し
の
視
点
は
４
点
ほ
ど
あ
っ

た
。
都
市
の
骨
格
形
成
、
交
通
機
能
の

重
要
性
や
混
雑
緩
和
対
策
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
等
で
あ

る
。
今
回
見
直
し
た
道
路
計
画
が
、
絵

に
書
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
実
効
性

の
あ
る
計
画
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た

い
。

Ｑ　
山
崎
市
政
２
期
目
後
半
戦
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
平
成
28
年
度
、
市

政
運
営
方
針
と
当
初
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
あ
る
の
か
。
そ
の
心

意
気
を
問
う
。

Ａ　
綾
部
に
吹
い
て
い
る
良
い
風
を
活
か
し
つ
つ
練
り
上
げ
た
総
合
戦

略
と
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
地
方
創
生
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
具
体
的
な

施
策
を
取
り
ま
と
め
た
。
予
算
に
つ
い
て
は
綾
部
創
生
を
加
速
化
す

る
予
算
と
し
た
。

Ｑ　
線
引
き
廃
止
後
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
い
て
、「
小
さ
な
拠
点
」構

想
は
、田
園
居
住
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

Ａ　
志
賀
郷
地
区
の
取
り
組
み
は
、
綾
部
市
内
で
の
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
ま
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー
戦
略
の
具
体
策
と
し
て

期
待
し
、
積
極
的
に
支
援
す
る
。

Ｑ　
公
共
施
設
等
管
理
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
重
要
な
要
素
で

あ
り
、
市
民
の
満
足
度
と
同
時
に
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
い
か
が
か
。

Ａ　
公
共
施
設
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
に
係
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

行
財
政
健
全
化
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
住
民

と
合
意
形
成
し
、
進
め
る
。

Ｑ　
「
森
林
は
宝
の
山
」
の
認
識
の
下
、
中
山
間

の
地
域
活
性
化
の
重
要
要
素
と
し
て
林
業
振

興
策
を
強
力
に
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

Ａ　
市
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
森
林
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、
林
業
戦
略
会
議
の
取
り
組
み
に
よ

り
循
環
型
林
業
の
発
展
を
目
指
す
。

「
北
陸
新
幹
線・舞
鶴
ル
ー
ト
案
」「
見
直
し
が
決
ま
っ
た
綾
部
市
都
市
計
画
道
路
」に
つ
い
て
問
う

新
政
会
　
　
久
　
木
　
康
　
弘

線
引
き
廃
止
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

民
政
会
　
　
相
　
根
　
一
　
雄

■新幹線・舞鶴ルート案■「小さな拠点」づくりワークショップ
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一般質問

Ｑ　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
本
市
で
の
現
状
は
。

Ａ　
３
カ
所
に
あ
り
、
入
居
定
員
の
15
名
が
入
居

さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
開
設
に
つ
い
て
、
そ
の
主
体
者
と
な
り
え
る

事
業
者
と
は
。

Ａ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
む
法
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
利
用
で
き
る
建
物

と
は
、
ど
の
よ
う
な
建
物
か
。

Ａ　
中
古
住
宅
等
で
も
利
用
は
可
能
だ
が
、
法
律

に
適
合
す
る
た
め
に
改
修
工
事
が
必
要
と
な
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

Ｑ　
改
修
工
事
に
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
新
築

す
る
ほ
う
が
安
価
に
な
る
た
め
、
用
地
を
探
し

て
い
る
と
聞
い
た
が
、
市
有
地
を
利
用
で
き
な

い
か
。

Ａ　
法
人
と
の
密
接
な
連
携
を
図
る
中
で
、
今
後

検
討
し
て
い
く
余
地
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
新
設
に
対
す
る
地
元
の
反
対
運
動
に
対
し
、

行
政
の
関
わ
り
は
ど
う
か
。

Ａ　
法
人
が
地
元
に
出
向
い
て
説
明
す
る
際
、
職

員
が
同
行
し
て
、
理
解
を
求
め
て
い
る
。

Ｑ　
需
要
に
供
給
が
追
い
付
か
な
い
現
状
を
踏
ま

え
、
今
後
、
市
の
施
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

Ａ　
建
設
を
計
画

し
て
い
る
法
人

に
は
、
関
係
機

関
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
適

切
な
助
言
や
支

援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■グループホームゆうゆう荘（物部町）

グループホーム（共同生活援助）増設にさらなる支援を
新政会　　村　上　宣　弘

Ｑ　
独
居
老
人
、
老
老
介
護
、
認
認
介
護
が
年
々

増
加
す
る
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
し
、
医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
を
一
体
的

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
考
え
は
ど
う
か
。

Ａ　
第
７
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
中
で
、
計

画
的
に
進
め
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。
予
防
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
を
、
市
が
取
り
組
む
地
域
支
援
事
業

に
移
行
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
を
図
る
。

Ｑ　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
21
年
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
５
年
が
経
つ
が
、
今
な
お
避
難
生
活
が

続
い
て
い
る
。
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

災
害
が
起
き
、
日
ご
ろ
の
防
災
意
識
、
防
災
訓

練
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
隔

年
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
ほ
か
に

も
防
災
訓
練
を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成

果
と
課
題
、
そ
し
て
来
年
度
の
総
合
防
災
訓
練

実
施
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。

Ａ　
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
構
築
、
災
害
時
の

連
絡
体
制
の
確
認
、
情
報
伝
達
手
段
の
確
認
、

住
民
避
難
訓
練
等
が
実
施
で
き
た
。
課
題
と
し

て
、
見
せ
る
訓
練
を
重
視
し
て
き
た
中
で
、
災

害
時
で
の
現
場
指
揮
官
の
状
況
判
断
を
す
る
訓

練
が
十
分
で
は

な
か
っ
た
。
会

場
の
広
さ
、
市

街
地
か
ら
の
距

離
、
各
機
関
の

設
置
ス
ペ
ー
ス

の
問
題
等
が

あ
っ
た
。
来
年

度
実
施
す
る
訓

練
で
は
、
関
係

機
関
と
十
分
検

討
し
た
い
。

■平成26年度の総合防災訓練

地域包括ケアシステムの構築の考えは
防災訓練について問う公明党　　森　　　義　美

Ｑ　
市
民
と
事
業
者
、
行
政
が
連
携
し
、
ご
み
の

減
量
化
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
市
の
考
え

方
は
。

Ａ　
ご
み
の
減
量
化
は
大
変
重
要
だ
。
紙
類
を
減

ら
す
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え
る
。

Ｑ　
ご
み
の
削
減
目
標
は
、
前
年
度
比
５
％
減
を

目
標
に
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
度
達
成
の
見
込

み
は
。

Ａ　
家
庭
系
の
ご
み
で
、
平
成
25
年
度
２
・
４
％

減
、
26
年
度
１
・
２
％
減
だ
が
目
標
達
成
に

至
っ
て
な
い
。

Ｑ　
ご
み
が
手
を
離
れ
る
瞬
間
が
分
別
の
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
と
議
会
答
弁
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
ご
み
を
捨
て
る
時
点
で
紙
類
を
分
別
し
て
い

た
だ
き
、
古
紙
回
収
保
管
庫
や
、
自
治
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
団
体
の
資
源
回
収
に
出
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
方
法
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
の
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
京
都
市
で
は
、
ご
み
と
な
る
紙
類
を
資
源
化

す
る
た
め
に
、
雑
紙
を
入
れ
る
袋
が
試
験
的
に

配
布
さ
れ
、
一
定
の
効
果
を
あ
げ
た
と
さ
れ
て

い
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
現
在
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
員
に
委
嘱
を
行
い
、
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
。
要

請
が
あ
れ
ば
地

域
に
う
か
が
い

分
別
の
重
要
性

を
伝
え
て
い

る
。
提
案
に
つ

い
て
は
今
後
検

討
し
て
い
き
た

い
。

■綾部市クリーンセンター

ごみ問題は重要課題
総合的な視点で考えるべきでは日本共産党　　井　田　佳代子
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Ｑ　
「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
悩
み
を
持
つ
若
者
へ
の

支
援
を
あ
や
べ
福
祉
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ま
ご
こ
ろ
が
受
託
し
、
若
者
就
労
支
援
を

し
て
い
る
。
取
り
組
み
の
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　
平
成
20
年
度
か
ら
国
の
事
業
を
受
け
て
一

定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
７
年
間
で
、

１
１
６
４
人
が
登
録
を
し
、
６
１
４
人
の
進
路

が
決
定
し
て
い
る
。

Ｑ　
新
年
度
か
ら
若
者
就
労
支
援
事
業
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
受
託
団
体
が
国
・
府
補
助
金
の
事
務
処
理
等

に
つ
い
て
検
査
を
受
け
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

こ
の
結
論
が
出
て
い
な
い
中
で
来
年
度「
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」の
申
請

を
行
う
状
況
で
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　
昨
年
末
に
「
丹
波
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
補
助
金
の
不
正
使
用
が
あ
り

事
業
経
費
８
１
４
万
円
の
返
還
と
契
約
解
除
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
検
査
内
容
と
同
じ
か
。

Ａ　
そ
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　
下
水
道
料
金
体
系
の
改
定
が
必
要
で
は
な
い

か
。

Ａ　
水
道
使
用
料
金
の
改
定
で
16
㎥
の
基
本
水
量

を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
見
直
し
を
検

討
す
る
必
要
が

あ
る
。
現
在
20

㎥
の
基
本
水
量

を
採
用
し
て
い

る
の
は
、
綾
部

市
を
含
め
６
市

で
あ
る
。

■下水道本管と掘削機

あやべ若者サポートステーション新年度からは
下水道料金体系の見直しを日本共産党　　堀　口　達　也

Ｑ　
脳
卒
中
な
ど
、一
刻
を
争
う
救
急
事
案
で
市
内

の
医
療
機
関
に
搬
送
後
、
他
市
に
転
送
と
な
り
、

時
間
的
な
ロ
ス
が
発
生
す
る
場
合
、
最
初
か
ら
専

門
的
な
治
療
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関
へ
直
接

搬
送
で
き
る
救
急
医
療
連
携
が
図
れ
な
い
か
。
ま

た
、
そ
の
連
携
を
本
市
か
ら
働
き
か
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
医
師
の
介
入
が
な
い
ま
ま
救
急
救
命
士
の
判

断
で
他
市
の
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
こ
と
は
リ

ス
ク
が
高
ま
る
。
し
か
し
、
広
域
医
療
問
題
を

協
議
す
る
場
は
必
要
と
思
わ
れ
、
行
政
主
導
で

は
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
京
都
府
へ
の
働
き
か

け
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
電
気
や
通
信
の
停
止
時
に
有
効
で
、
災
害
時

の
情
報
伝
達
手
段
の
充
実
を
図
る
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
が
有
効
で
は
。

Ａ　
防
災
ラ
ジ
オ
が
有
効
な
伝
達
手
段
で
あ
る
と

認
識
は
し
て
い
る
が
、
Ｆ
Ｍ
い
か
る
の
電
波
が

受
信
で
き
な
い
地
域
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
中
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
導
入
す
る
予
定
は
な
い
。

Ｑ　
緊
急
時
に
お
け
る
消
防
団
員
の
出
動
時
間
短

縮
や
、
深
夜
で
も
効
果
的
に
緊
急
事
態
を
告
知

で
き
る
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
出
動

要
請
シ
ス
テ
ム
を
導
入
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
現
在
、
幹
部
団
員
に
は
Ｅ
メ
ー
ル
指
令
を

行
っ
て
い
る
。

全
団
員
と
な
る

と
個
人
情
報
管

理
の
問
題
や
、

シ
ス
テ
ム
使
用

料
が
発
生
す
る

な
ど
課
題
も
あ

る
が
、
今
後
検

討
を
進
め
た

い
。

■ＦＭいかるの防災ラジオ

本市から広域救急医療連携の取り組みを
防災ラジオで情報伝達手段の充実を民政会　　種　清　喜　之

Ｑ　
認
知
症
は
誰
で
も
な
り
得
る
病
気
で
、
国
も

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
認
知
症
の
人

と
そ
の
家
族
な
ど
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
相
談

や
交
流
が
で
き
る
場
と
し
て「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

を
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
こ
へ
の
専
門
職
配
置

と
増
設
の
考
え
、
ま
た
送
迎
は
ど
う
か
。

Ａ　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
専
門
職
と
連
携
を
取
る
よ
う
に
依
頼
し

て
い
る
。
カ
フ
ェ
の
必
要
性
は
感
じ
て
お
り
、

増
設
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。
新
年
度
か
ら
医

療
型
の
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ
る
予
定
。
家
族
と

の
参
加
が
前
提
で
、
送
迎
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　
市
内
の
介
護
施
設
は
５
年
間
増
え
て
い
る

が
、
労
働
力
調
査
を
見
て
も
従
業
員
数
は
増
え

て
い
な
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
「
こ
こ
数
年

介
護
職
員
不
足
は
顕
著
で
あ
る
」
と
の
こ
と
。

介
護
労
働
実
態
調
査
で
は
、
事
業
所
の
６
割
が

職
員
不
足
と
回
答
し
、
そ
の
７
割
は
「
賃
金
が

安
く
、
採
用
が
困
難
」
と
し
て
い
る
。
綾
部
市

の
実
態
把
握
や
対
策
は
ど
う
か
。

Ａ　
市
内
で
、
介
護
人
材
の
確
保
が
困
難
な
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
実
態
の
調
査
は
で
き
て

い
な
い
。
介
護
福
祉
士
の
育
成
修
学
資
金
貸
付

制
度
や
市
外
か
ら
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
介
護
事
業

所
に
採
用
さ
れ
た
場
合
の
家
賃
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
府
で

も「
京
都
府
北

部
福
祉
人
材
確

保
定
着
戦
略
会

議
」を
設
置
し
、

北
部
地
域
の
共

通
の
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で

い
る
。

■専門家によるカフェ

認知症カフェの増設を
深刻な介護職員不足の解消を日本共産党　　搗　頭　久美子



Ｑ　
京
都
府
は
府
内
の
無
人
駅
を
拠
点
と
し
た
に

ぎ
わ
い
の
復
活
の
た
め
、
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成
の
委
員
会
を
発
足
。
６

カ
所
の
無
人
駅
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
指
定
し
た
中

に
、
山
家
駅
が
選
ば
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　
委
員
会
と
府
の
担
当
職
員
が
市
内
４
駅
を
視

察
・
検
討
。
山
家
駅
は
河
岸
段
丘
で
景
観
が
大

変
す
ば
ら
し
く
、
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
を

肌
で
感
じ
た
こ
と
や
、
以
前
か
ら
山
家
地
区
で

は
地
域
活
性
化
に
様
々
取
り
組
ま
れ
て
い
る
実

績
が
あ
る
こ
と
も
指
定
の
要
因
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ　
地
元
で
は
府
の
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
先

導
的
に
取
り
組
む
駅
の
検
討
対
象
と
し
て
山
家

駅
が
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
委
員
会
を
立
ち
上
げ
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
山
家
駅
は
「
森
の
京
都
」

東
部
エ
リ
ア
の
玄
関
口
で
あ
り
、
事
業
実
施
年

度
と
も
う
ま
く
整
合
す
る
。
市
は
地
元
の
駅
再

生
計
画
と
「
森
の
京
都
」
事
業
を
連
携
さ
せ
、

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
市
と
し
て
も
京
都
府
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、

積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、「
森
の
京
都
」事
業
と
の
相
乗
効
果
が
も

た
ら
さ
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
ほ
か
、
市

林
業
推
進
計
画
等

に
よ
る
綾
部
市
の

林
業
の
活
性
化
対

策
、
東
綾
中
学
校

改
築
に
関
す
る
質

問
を
し
ま
し
た
。
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Ｑ　
今
日
ま
で
、
大
雨
が
降
る
た
び
に
黒
谷
和
紙

会
館
前
か
ら
上
流
に
か
け
て
、
市
道
黒
谷
線
が

浸
水
し
、
通
行
止
め
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た

が
、
今
後
の
改
良
に
向
け
た
具
体
的
計
画
は
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ　
狭
あ
い
な
地
形
、
そ
こ
に
民
家
が
隣
接
し

て
い
る
状
況
等
考
慮
し
、
現
実
的
に
対
応
可
能

な
構
造
、
ま
た
は
河
川
断
面
に
つ
い
て
、
ど
う

い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
黒
谷
和
紙
会
館
の
ト
イ
レ
が
現
在
簡
易
水
洗

の
和
式
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
の
面
か
ら
し
て

も
水
洗
化
の
洋
式
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

Ａ　
基
本
的
に
は
所
有
者
で
行
う
と
い
う
認
識
だ

が
、
本
市
の
重
要
な
観
光
資
源
と
い
う
側
面
も

あ
り
、
可
能
な
支
援
策
に
つ
い
て
、
調
査
、
研

究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　
平
成
28
年
４
月
か
ら
、
認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
さ
れ
る
園
が
あ
る
が
、
教
育
の
部
分
に
つ
い

て
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
か
れ
る
の

か
、
綾
部
市
学
校
教
育
研
究
会
な
ど
の
関
わ
り

も
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ　
保
育
所
保
育
指
針
と
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・

保
育
要
領
に
お
け
る
教
育
・
保
育
の
目
標
は
同

じ
趣
旨
で
あ
り

大
き
く
変
わ
る

こ
と
は
な
い

と
考
え
る
。
ま

た
、
保
幼
小
連

携
関
係
の
研
修

会
へ
の
参
加
を

積
極
的
に
促
し

て
い
き
た
い
。

■黒谷川（左）と市道黒谷線（右）

黒谷川の改修に向けた具体的計画は
認定こども園における教育のあり方は民政会　　吉　崎　　　進

Ｑ　
労
働
基
準
法
に
関
す
る
基
本
的
な
事
柄
を
定

期
的
に
広
報
等
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　
労
働
に
関
す
る
制
度
改
正
等
は
広
報
紙
等
で

広
報
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
広
報
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

も
、
高
校
生
を
対
象
に
、
労
基
法
等
の
知
識
を

得
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
効
果
は
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
必
要
性
を
共

有
し
、
高
校
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
高
校

生
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
市
内
外
に
対
す
る
本
市
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
、
取
組
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

Ａ　
重
要
項
目
を
中
心
に
情
報
発
信
を
し
て
き
た
。

今
後
も
き
め
細
や
か
な
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

Ｑ　
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
特
別
市

民
制
度
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後

の
課
題
、
ま
た
、
利
用
者
か
ら
の
反
響
は
。

Ａ　
会
員
数
は
増
加
し
、
今
後
も
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
り
た
い
。
利
用
者
か

ら
は
、お
礼
等
の
お
便
り
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ　
本
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
も
っ
と
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
愛
さ
れ
、
市
外
で
も
人
気
の
あ
る
ゆ
る

キ
ャ
ラ
と
す
る
た
め
の
今
後
の
戦
略
は
。

Ａ　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
や
民
間
で

の
利
用
促
進
を

進
め
、
市
民
に

親
し
ま
れ
、
本

市
の
情
報
発
信

ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
の
場
を
広

げ
て
い
き
た

い
。

■産業まつりで活躍するまゆピーたち

労働基準法等を定期的に広報すべきでは
本市の情報発信の現状と今後の展開は新政会　　片　岡　英　晃

■現在の山家駅周辺

「森の京都」東部エリア事業と山家駅再生
プロジェクトを連携させ相乗効果を！創政会　　荒　木　敏　文
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Ｑ　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
障
害
者
差
別
解
消

法
」
は
、
各
省
庁
の
通
知
が
遅
れ
、
企
業
や
学

校
な
ど
の
認
知
度
が
低
い
。
市
民
や
事
業
者
へ

の
啓
発
活
動
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
概
要
を
掲

載
す
る
。
障
害
者
団
体
の
会
議
や
行
政
の
窓
口

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
で
周
知
に
努
め
る
。

Ｑ　
平
成
28
年
度
か
ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

開
設
さ
れ
る
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

り
、
総
合
的
に
支
援
を
提
供
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
拠
点
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
取
組
内
容
と
は
。

Ａ　
従
来
か
ら
の
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
支

援
体
制
の
充
実
・
強
化
に
加
え
、
支
援
が
手
薄

で
あ
っ
た
妊
娠
期
か
ら
出
産
直
後
の
妊
産
婦
や

新
生
児
へ
の
支
援
の
拡
充
、
産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
包
括
的
に
取
り
組
む
。

Ｑ　
子
ど
も
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
ご
夫
婦
に
、
安

心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
不
妊
治
療
の

取
り
組
み
が
大
事
だ
が
、
そ
の
助
成
内
容
は
。

Ａ　
一
般
不
妊
治
療
保
険
適
用
分
の
補
助
限
度
は

６
万
円
。
人
口
授
精
分
の
補
助
限
度
は
10
万
円
。

不
育
治
療
等
給
付
は一回
の
妊
娠
に
10
万
円
が
限

度
。
男
性
不
妊
治
療
給
付
制
度
も
あ
る
。

Ｑ　
平
成
28
年
度
に
古
川
樋
門
に
仮
設
ポ
ン
プ
が

２
基
設
置
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ　
暫
定
的
な

浸
水
対
策
と

し
て
、
出
水

期
ま
で
に
は

排
水
能
力
毎

分
４
㎥
と
２

㎥
を
設
置
予

定
。

■平成28年４月に開所した子育て
世代包括支援センター

「子育て世代包括支援センター」の内容は
古川樋門に設置される仮設ポンプとは民政会　　松　本　幸　子

日曜議会の報告
３月６日に開催しました第１８回日曜議会は延べ７８人の
みなさまにお越しいただきました。ありがとうございまし
た。議会は開会中、いつでも傍聴できます。ぜひお越しくだ
さい。

議会情報公開条例に基づく公文書の開示実施状況
昨年４月１日から本年３月３１日までの公文書開示請求は
ありませんでした。議会に関する情報公開については、議会
事務局（電話４２－１２５９）へお問い合わせください。

平成28年６月定例会の日程予定
　６月定例会は、６月14日から７月１日
までの18日間の会期で予定しています。

６月１４日（火）　本会議（議案上程）
　　２０日（月）　請願受理締切り（正午）
　　２１日（火）　一般質問
　　２２日（水）　一般質問
　　２３日（木）　一般質問
　　２４日（金）　予算決算委員会
　　　　　　　　　　　　 （総括質疑）
　　２７日（月）　総務教育建設委員会
　　２８日（火）　産業厚生環境委員会
　　２９日（水）　予算決算委員会
７月　１日（金）　本会議（採決）

Ｑ　
綾
部
市
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例

の
制
定
が
提
案
さ
れ
た
。
市
民
の
安
全
・
安
心

な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
緊
急
安
全

措
置
が
実
施
で
き
る
も
の
だ
が
、
私
的
所
有
権

の
関
わ
り
で
執
行
が
難
し
い
。
対
処
法
は
。

Ａ　
空
家
等
へ
の
対
策
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
を
直
接
適
応
し
て
対
応
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。
本
条
例
は
、
最
小
限
の
措
置

を
市
が
緊
急
安
全
措
置
と
し
て
講
じ
る
も
の
で
、

取
り
壊
し
ま
で
の
想
定
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
京
都
府
で
は
、
森
林
の
荒
廃
に
起
因
す
る
災

害
を
防
止
す
る
た
め
、
京
都
府
森
林
の
適
正
な

管
理
に
関
す
る
条
例
や
、
要
適
正
管
理
森
林
の

指
定
、
災
害
予
防
事
業
費
補
助
交
付
要
綱
が
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
対
応
が
必
要
で
は
。

Ａ　
府
の
要
適
正
管
理
森
林
等
災
害
予
防
補
助
金

の
交
付
要
綱
に
基
づ
く
補
助
金
を
活
用
す
る
た

め
に
は
、
市
の
補
助
要
綱
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
本
年
６
月
を
め
ど
に
、
で
き
る
だ
け
早

く
策
定
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
「
京
都
縦
貫
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、
綾
部

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
周
辺
を
北
部
の
ハ
ブ
拠
点

と
位
置
付
け
、
事
業
拡
大
を
目
指
す
運
輸
業
を

誘
致
す
る
」
知
事
発
言
。
市
の
か
か
わ
り
方
は
。

Ａ　
府
は
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
整
備
を
検
討

す
る
物
流
懇
話

会
を
設
置
し
、

北
部
と
南
部
に

分
け
て
提
言
さ

れ
た
。
南
部
が

先
行
し
て
い
る

が
、
市
も
府
と

連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

■要適正管理森林のイメージ図

空家等への対策は、公平公正な方法で
災害予防事業費補助交付要綱が必要では創政会　　波多野　文　義

特別委員会の廃止
総合計画審査特別委員会は審査終了に伴い、廃止しました。



大きくなったら
どんな仕事がしたい？（目標）
　高齢者に手すりや、座りやすい椅子など作ってあげたいの
で大工さん。人と話をすることが好きで、人を助けたいという
気持ちが強いので警察官（2名）。体を動かすことが好きなの
で野球選手。ものづくりが好きなので、新しいものを開発した
り、ものを直す仕事。ものを作る仕事。自衛隊。

学校のどんなところが好き？
　あいさつ運動でみんなが笑顔であいさつ、元気。給食がおいしい。オ
ペラを観に行き小澤征爾さんに会ってきた。友達に会える。全学年みん
なが仲良く学校行事に協力できる。毎週水曜日地域の人が本を読んで
くれる。西八田米がおいしい。空気がいい。100年以上の学校と地域の
歴史がある。全校で朝マラソンを頑張る。三重跳びができる人が多い。
困っている人がいたら必ず誰かが助ける。

地域（綾部全体）のどんなところが好き？
　登校に見守り隊の人がいてくれる。自然が豊かで、緑が多い。児童セ
ンターがあり、祭りや行事がある。地域の人たちは優しく親切で、たくさ
ん協力していただける。初対面でも仲良く優しくしてくださる。地域の行
事に子どもが参加。太鼓がある。交通の便がいい。手すき和紙の体験が
でき、卒業証書になる。地域の人はいつもみんな笑顔。野菜やお米がた
くさんとれる。たくさん行事がある。

地域の人にありがとう！
周りの大人たちに感謝していることは？
　季節に関係なく朝早くからいつも見守ってくださる。大きな声であいさ
つしてくれる。行事の準備や道具を貸してくださる。より良い暮らしになるよ
うに考えてくれている。ファミリーマートで職場体験。幼稚園との交流で、
つながりがある。参観等があるたびに見に来てくれる。米作りなど教えてい
ただける。

取材を終えて
みなさんが、地域や地域の方 を々大切にする気持ちは、学校
生活の中で深くかかわっておられる地域の皆さんがあるから
だということがわかりました。男子だけの役員さんですが、全
校生徒70人余りが「みんな一緒！」の優しい気持ちを持って
おられると感じます。そんな優しさを忘れずに、これからも勉強
やスポーツ、友達づくりに励んでください。

第７回の「小学校編」は、西八田小学校を訪問し、編集委員が総
務委員６人の声を聞いてきました。西八田小学校は、未来を切り拓く
子どもの育成～夢をかなえる西八田小学校～「自ら学び正しく心豊
かに生きる子」を目標にかかげ「自ら考え、行動できる子ども」「自分
を大切にし、人を大切にできる子ども」「健康でたくましく生きる子ども」
をめざす児童像として取り組んでおられます。

地域（綾部全体）のどんなところが好き？

学校のどんなところが好き？

務委員６人の声を聞いてきました。西八田小学校は、未来を切り拓く
子どもの育成～夢をかなえる西八田小学校～「自ら学び正しく心豊
かに生きる子」を目標にかかげ「自ら考え、行動できる子ども」「自分
を大切にし、人を大切にできる子ども」「健康でたくましく生きる子ども
をめざす児童像として取り組んでおられます。

～西八田小
学校～
（平成28

年2月 取材
）

世代からの
メッセージ次次

総務委員の皆さん

総務委員にあ
いさつして帰る

子どもたち
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　３月定例会においては「住んでよかった」「住みたくなる」
綾部実現のために多くの議案が提出され、熱い議論が交わ
されました。また、第５次綾部市総合計画後

期基本計画スタートの年でもあり、このことについても多くの意見が交わ
されました。、28年度も４月からすでにスタートをしているところですが、
引き続き開かれた議会を目指して取り組んでまいります。

編集／議会だより編集委員会
安藤和明・吉崎　進・種清喜之・荒木敏文・吉崎　久・井田佳代子・片岡英晃・森　義美

編 集 後 記


